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１．はじめに 

 

近年、愛着を持てる地域づくりが重要視されている。

実際に、多くの地方自治体でも愛着の持てる地域づくり

に関する事業が行われていることから1)、この課題に多

くの関心が集まっていると言える。 
 地域に対する愛着を扱った研究では、愛着を持つ住民

ほど、地域活動への参加意向やコミュニティバスの利用

率が高い2)3)ことが報告されている。地域活動への参加や

公共交通の利用には、「地域社会や地球環境の保護に貢

献する」といった社会貢献の側面と「私的な時間や快適

な移動の機会を失う」という私的損失の側面が存在する。

そのため、これらの活動には社会的ジレンマが内包され

ており、愛着の持てる地域づくりは社会的ジレンマの解

消に大きく貢献すると言える。 
 しかし、愛着の持てる地域づくりに関する有効な方策

は確立されていないのが現状である。これまでの愛着形

成策1)は経験的観点から作成されることが多かった。こ

れに対して、心理学的観点から地域に対する愛着を検討

し、その知見を提供することは、課題解決に貢献するも

のと考えられる。そのため、住民の地域に対する愛着形

成の心理過程を検討することは、社会的ジレンマの解消

だけでなく、これまでの愛着形成策の改善・熟成に寄与

するという点で意義があると考えられる。 
 これまで、場所に対する愛着研究は多く行われてきた。

例えば、Brownら4)は手入れを怠った住居や街路など、

地域内の物質的環境の荒廃や治安の悪化が住民の地域に

対する愛着を低下させることを示している。また、

Twigger-Rossら5)は地域環境の改善や地域での有意義な

想い出が愛着の形成に結び付くことを示した。これらの

研究は、地域に対する愛着の形成過程を検討する際に有

益な知見を提供するが、探索的な取り組みが多いため、

体系的な知見が得られていない。一方、社会心理学にお

ける 、Tajfel and Turner6)の社会的アイデンティティ理

論に代表されるように、集団に対する態度形成研究では

多くの理論モデルが提案されている。しかし、それらは

社会集団のみを研究対象とし、物質的環境は態度形成要

因として考慮されていない。これに対して、Twigger-Ross
ら5)は、人は自分の好みに合った物質的環境で生活する

ことで、肯定的な自尊心が得られることを示している。

このことは、日常生活では社会集団だけでなく、景観な

どの物質的環境に態度が影響を受けることを示唆してい

る。従って、地域に対する愛着の形成過程を検討する際

には、地域の物質的環境も考慮する必要があると考えら

れる。以上より、本研究では理論的観点から地域に対す

る愛着の形成過程を検討し、その促進策の方向性を提案

することを目的とする。 
 

２．仮説 

 

（１）「地域に対する愛着」の定義 

 Hidalgoら7)は、環境心理学における既存研究を概観し

た上で、一般的に、場所に対する愛着は「人と特定の場

所との間の情緒的な絆やつながり」として定義されると

述べている。また、園田8)は地域に対して愛着を持つ人

ほど、地域と自分自身の間に一体感を感じることを示し

ている。これらのことは、地域に対する愛着は、地域と

個人の間に情緒的な絆を形成し、心理的な一体感を高め

ることを示唆すると考えられる。従って、本研究では

Hidalgoら7)の定義にならい、「地域に対する愛着」は「人

と地域との間の情緒的な絆やつながり」と定義する。 
 
（２）「地域」の定義 

 既存研究7)では、近隣住民との日々の交流や行事への

参加が場所に対する愛着形成に寄与すると述べられてい

る。ここでは、愛着形成にとって、どの程度の交流や活

動への参加が必要なのか言及されていない。しかし、日

常生活において人々は、市町村のような行政区域を越え

て友人との交流などを行うことから、生活行動圏内にお

いて愛着形成を促す行動が取られていると考えられる。

従って、「地域」は「普段、一定の人間関係が認められ

る、居住地を中心とする生活行動圏」と定義する。 
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（３）仮説 

社会的アイデンティティ理論に基づけば、集団への所

属意識は愛着などの情緒的な絆の形成に大きな影響を与

える。集団への所属意識とは、例えば、「私は○○サー

クルの部員である」といった、集団の構成員であること

を自覚する意識のことである。この所属意識は、「自分

は○○という者である」という認識を創る、自己概念の

一部を構成する。通常、人は「家族」や「研究室」「サ

ークル」など、複数の集団に所属する。従って、個人の

自己概念には、複数の集団構成員としての認識が存在す

る。これらのうち、所属意識の強い集団は、自己概念に

おいて重要な存在になると考えられる。このような集団

に対して、人は心理的に一体感を感じ、愛着を形成する

と推測される。例えば、サークルに対する所属意識が強

い学生は、「大学」や「研究室」といった、他の所属集

団以上にサークルが重要な存在になる。その結果、サー

クルに対して愛着を形成すると考えられる。これに従え

ば、地域への所属意識が高まるほど、地域に対する愛着

も強くなると予測される（仮説１）。 
また、個人にとって重要な集団は自己概念に大きな影

響を与えるため、人は所属集団の評価を維持、高揚させ

ることを動機付けられると推測される。例えば、サーク

ルを重要視する部員は、他のサークルの部員から自分が

所属するサークルを褒められることを自分自身が褒めら

れることと同等に価値付けると考えられる。そのため、

その部員はサークル活動に関するマナーを徹底するなど、

協力的に行動し、サークルの評判を維持、高揚すること

に努めると考えられる。この例に従えば、地域に対する

愛着が高まるほど、地域に対する協力的な態度も強くな

ると予測される（仮説２）。 
次に、集団への所属意識の形成機構を考える。社会的

アイデンティティ理論に基づけば、人は自尊心の維持や

高揚に結び付く集団に対して、愛着などの情緒的な絆を

形成する。このとき、構成員は集団の優れた要素によっ

て、自尊心が高揚すると考えられる。例えば、サークル

の部員は、試合での実績や部員間の良好な人間関係、施

設の充実度といったサークルの優れた要素によって、所

属することに満足感を感じ、高い自尊心を得ることがで

きると考えられる。これに従えば、構成員の集団に対す

る評価が高まるほど、愛着が強くなると予測される。 
このとき、地域に対する評価には、社会的側面と物質

的側面の２つの側面が存在すると考えられる。例えば、

Hidalgoら 7)は場所の物質的次元と社会的次元に対する

愛着が存在することを示した。また、Brownら 4)は物質

的環境の衰退が居住者の愛着を低下させる一方で、その

ような場所でも高い愛着を持つ住民が存在することを報

告している。これらのことから、景観のような場所の物

質的環境と人間関係のような社会環境に対する評価は同

一視されないものと考えられる。従って、地域に対する

評価は、物質的な評価と社会的な評価に区別することが

できると予測する（仮説３）。次に、地域の物質的環境

に対する評価が高まるほど、地域に対する所属意識が強

くなると予測される（仮説４）。同時に、地域の社会的

環境に対する評価が高まった場合にも、地域に対する所

属意識が強くなると考えられる（仮説５）。以上の仮説

を図－１に示す。 
 
３．方法 

 

 現在、郵送配布・郵送回収による社会調査を行ってい

る。調査対象地域は、全国の複数の市町とし、対象者は

それぞれの地域の選挙人名簿から、有権者を等間隔無作

為抽出法により合計3000名選出した。調査票では、「地
域」は行政区域ではなく、日頃、買い物をする場所や職

場等も含めた生活行動圏を想定してもらうよう教示し、

地域に関する評価や地域に対する愛着を尋ねるものとし

た。調査結果については、当日に紹介する予定である。 
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図－１ 地域に対する愛着形成過程の仮説 
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